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世話人会報告 

 

水道施設大規模修繕 

全面更新計画は順調に進んでいるのか 

これからの工期、工事費用、地権者拠出金は 

どうなりそうか 

 

美濃戸高原連絡会  

前会長 中村敏昭 

前副会長 小清水琢磨 

 

会報年末号の紙面をお借りして、水道大規模 

修繕プロジェクトの進捗状況や今後の見通し、 

今の年間 25,000 円（税抜）の積立金拠出だけで 

予定通り2033年辺りには送・配水管の全面更新が

成就するのか・・等々、これまで工事内容、工事費 

 

 

 

 

 

 

 

の変化などを克明にフォローして来たデータに 

基づき、会員のみなさまの判断材料を以下に   

お伝えします。 

但し残念なことに別荘を売却した小清水は  

本年末を以て、モニタリングを含め連絡会活動 

から離れざるを得なくなりました。息子達が別荘

を相続し利用する意向がないので、身体が動ける

うちに美濃戸を非常に気に入って下さった方に 

お譲りしたものです。あとは世話人の一員として

残る中村が水道施設関係の諸事をフォローして 

参りますが、大規模修繕工事が始まって丸 6 年 

経過した機会に、進捗状況を総括し今後予想  

される課題や問題点、特に覚書締結時点以来の 

諸コスト上昇など諸般の理由で覚書の拠った  

現計画は大きな修正を迫られ、美濃戸水道施設 

再建にはフォレストリゾート社（以後 FR 社   

という）とともに抜本的に計画を立て直す   

必要ある様相なることをまずお報せしたいと  

思います。 

 

実状をまずは会員のみなさまに知って頂き、 

今後の展開への対処をご一緒に考えて頂く一助に

なればと、二人でプロジェクト開始以来の経緯と、

現在の工事進捗状況や次年度以降の見通しを  

まとめました。ボリューム的にかなり大きく  

なりますので、まずは本号にて前段の「連絡会  

としての蓼科観光（以後、TK社という）との折衝、

そして急な事業譲渡、及び西村前代表の不祥事 

辞任により TK 社からの事業譲受時点では FR 社

に全く関与しておられなかった現在の平澤・駒木

両氏に対し、美濃戸水道施設の基本的問題点、覚

書合意の内容、地権者へのコミットメント等々の 

詳細解説と再確認」など、かなり縁の下作業です

が遂行して来たことについてご説明します。後段

は別途新年にでも『会報別冊・年末号追補』とし

て核心である[覚書に基く第一期大規模修繕工事

の進捗現況と将来予測]をお届けします。これを  

読まれて危機感を抱き、別荘地の死命を制する 
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水道インフラ更新問題を地権者の代表として  

向う 5 年、10 年とフォローし、中村とともに  

FR 社の計画遂行をリード頂ける方に手を   

挙げて頂くことを、お願い申し上げております。 

 

<覚書合意に基く第一期工事の経過と、連絡会に

よるモニタリング＞ 

 

みなさんご承知のように、2017 年 10 月に   

地権者と TK 社との間で締結された大規模修繕 

工事計画に係る覚書に基づき、2018 年度から   

全地権者が毎年拠出する税抜25,000円（年間総額

税抜約1000万円）の積立金を原資に、送・配水管

の更新工事が年々進められています。一部は先行

して 2017 年秋に着工された 2018 年度工事から

2021 年度工事まで4 年間をTK社が担い、FR社

への事業譲渡による簡易水道事業者免許の   

名義変更など事務手続きの遅れで、2022 年は  

積立金は拠出しましたが工事は全く行われず、 

本 2023 年 7 月に至り FR 社の手で積立金２年分

の約 9 割を充てキャッチアップする形で工事が 

行われた結果、覚書全工期 15.3 年間のうち 2018

～2023 年の 6 年間が終了したことになりました。 

 

その結果、今日までの6年間で主としてA地区、

そして K 地区と Y 地区の一部で、送水管更新

374m、配水管更新 2,733m 及び、新規に敷設  

した区間での仕切弁など付随機器類の更新、  

消火栓接続が終わっています。 TK社は覚書合意

を順守し毎年度の工事計画や施工結果を地権者に

克明に連絡してくれていたので、連絡会側でも 

私達二人が担当となって毎年の積立金収支の管理、

工事内容や金額、成果物の償却資産計上、毎年の 

工事単価の把握と急激な変動の有無などを分析・

記録する、いわばモニタリングをして来ました。 

TK 社が撤退した 2022 年 3 月末現在の積立金 

残高について、TK社は2021年度に積立金収入を

オーバーする工事出費で大幅赤字になり繰り越す

残高などないと通告して来ましたが、出費内容を

調べると地権者が積立金充当を認めていない  

仮設工や道路舗装などでかなりの金額を    

計上していることを発見指摘し、結局 3 月末に   

事業譲渡先の FR 社に積立金残として 50 万円を 

移譲させたなど、このモニタリングの成果   

だったと思います。 

＜モニタリング活動の延長としての対 FR 社   

働きかけ＞ 

 

このモニタリングの延長として本年夏場以降は、

私達二人と安藤事務局長で FR 社の現首脳即ち 

平澤代表と駒木所長に対し、水道インフラ大規模

更新計画を完璧に引き継ぎ、新たな局面を迎えた

場合にも然るべき対応を為し、責任を以て履行 

完遂するよう要請することに注力して参りました。 

事業譲受当事者として水道問題や覚書スキーム等

を TK 社から引き継いだ西村前代表が不祥事で 

急に身を引いたため、事業譲渡時点では FR 社に

全く関与していなかったお二人が現在 FR 社の 

経営幹部の任にあります。 ですからお二人に 

覚書合意内容の細部確認を求め、また本来別荘 

開発事業者の責任で実施すべき基幹インフラの 

水道施設更新を、TK 社の経営失敗が基で全額  

地権者拠出の資金で工事せざるを得なくなった 

歴史的な経緯や背景を文書を含めじっくりご説明

しました。 その上で TK 社時代からの最重要  

課題である水道インフラ再建をトップ主導で  

完遂して頂くことを強く訴え、応諾と確認を  

頂きました。 

 

7 月に Y 地区で実施された本年度工事は、   

地権者への事前説明は特にありませんでしたが

FR 社の親会社（泉建設）が受注者となり従来の 

信濃住設が下に入る形で実施されました。更新 

された配水管総延長 713m で工事総額税込 

1,920 万円余を積立金充当するとの当初報告    

でしたが、それでは 1m 当たりの工事単価が

27,000 円を超え、TK 社時代の 4 年間の平均     

工事単価 16,400 円余/m の 6 割以上高いので  

我々も工事費の詳細説明を求めました。その結果

本年度工事には、従来なかった試掘・仮設工事導入

により約 307 万円、路盤工約 212 万円、そして   

別途重機回送費・現場管理費・諸経費等の目新しい

費用総額 194 万円余（いずれも消費税込）が     

加算されたものであることが判りました。 

Y 地区は道路傾斜がきつく、また既設配管の  

正確な位置・深度も不明な中で、TK 社時代の    

ような手探り工事を強行すれば、断水事故等  

重大なトラブルの発生リスクが高いので、一般の

水道工事と同様に試掘・仮設工の工程導入は  

不可欠であったとの説明を受けました。 
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2024年度以降のFR社による工事にもこの工程が

導入されるケースが主流になるものと思われます。 

しかし路盤工については、通常の埋め戻し・転圧 

ではなく、路床改善のための特殊薬剤を含んだ 

砕石使用など一段進んだ工程を親会社主導で  

実施したものゆえ道路整備事業の一環と扱うこと

にし水道大規模修繕工事費から外すと FR 社から

修正申し出あり、結論として本年度の積立金  

充当の工事費は 1,717 万円余に減額されました。

FR 社は TK 社時代の工事単価や覚書の予算総額

などには恐らく頓着せず本年度工事を計画し実施

したものと思われ、我々からの指摘で工事費高騰

の事実を知り、FR社の代になった途端に極端なコ

スト高になるのを避けるためにも総工事費減額を

申し出たものでしょう。 2 年前ぐらいからの  

エネルギーや建設資材の高騰、更に人件費の上昇

などコストアップ要因も多く、2021 年度以前の 

工事単価維持は望めないことは理解できます。 

むしろ泉建設が仕切弁の数を合理化し、反復使用

可能な仮設材の調達などに尽力し総工事費を  

相対的に抑えたことは評価に値すると思います。 

 

我々のモニタリング活動がなければ覚書の原初

計画は片隅に置かれ、泉建設・FR 社の思うまま 

工事が実施され、工事費用がノーチェックで  

地権者拠出の積立金から支払われる形が定着した

かも知れません。 また覚書締結前後の時点で 

TK社は送・配水管更新の他に、第5貯水槽を除く

4か所の配水池（水源と貯水槽）のタンク・ポンプ・

機器類も法定耐用年数を過ぎるので約 8 千万円 

かけ更新を要すると表明し、TK社は現在進行中の

第一期工事完工の目途がつく頃には、この貯水槽

更新の費用負担を含め具体的な工事計画を   

立てねばならないとしていました。 このことも  

FR 社の現首脳陣に改めてリマインドし、第一期 

工事の問題点（後記）を含め水道インフラの全面 

更新に関して早急に新たな抜本計画立案が必要 

であることを強く訴えました。 必要ならプロの

水道関係コンサルも導入して、地権者負担を  

あまり増やさずに向こう10年か15年以内ぐらい

に老朽した水道インフラの全てを一新し、   

別荘生活を安心して送れる日が到来することを 

願っています。  

以下[覚書に基く第一期大規模修繕工事の進捗

現況と将来予測]は別冊にて後日にお届けします。 

 

 

  

 

                                   

お知らせ 

 

事務局より 

 

       事務局長 安藤 晋二（NK-70） 

                       

連絡会の皆様、常日頃から会の活動にご理解 

ご協力頂きましてありがとうございます。 

今総会において会は世話人合議制に移行し、 

会長・副会長は置かないこととなりました。   

ご承知のように、ここ 2 年は激動で前会三役の

方々には過剰な負担をお掛けしてしまいました。 

そのおかげでフォレストリゾート社との関係は

一応の安定の方向へ向かっております。そこで 

個人に過負荷を掛けないよう合議制を採用する 

ことといたしました。皆様へのご連絡に    

関しましては世話人会よりとしてご報告させて  

いただきます。 

会の現状のご報告は会員数 11 月末現在 222 名

で会費の納入率は 84.2％です。会費未納の方に 

つきましては郵送会員の方はこの会報にご連絡を

同封させていただきメール会員の方にはご連絡と

振込票を郵送にて送らせていただきます。   

これからも皆様のご支援よろしくお願い    

いたします。 
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会員投稿 

 

◆ 美濃戸での夏 

 

                 須長 周一 

 

 美濃戸に山小屋を建てたのが 1993 年、    

早いもので 30 年が経ちました。この間、夏は   

2 ヶ月から 3 ヶ月、一度来たらそのまま山に   

居続け東京には戻らないという生活にこだわって

きました。冷房が嫌いで、当時のピュアモールト・

ウイスキー山崎のコピー「何も足さない、    

何も引かない」を友人たちに広言し地で    

行けるところが夏の美濃戸の素晴らしいところ 

です。これほどの地は世界を見回しても稀では 

ないでしょうか。 

 福井さんの気温解説(2023.09.05更新)に拠れば、  

美濃戸での2008年以降の6、7、8、９月の月別日

平均気温第一位の記録を見ると、15.5°C、  

19.5°C、19.8°C、16.4°C となっています。  

他方、映画サウンド・オブ・ミュージックの   

あの美しいロケ地であるオーストリア、  

Sankt Wolfgang im Salzkammergut での各月の

平均最高気温は 21.6°C、23.5°C、23.1°C、  

19.5°C。美濃戸の夏の快適さがおおよそ    

分かりますね。 

 そんな美濃戸に山小屋を作っておきながら、 

車を買ったのが2002年。それまで子供たちは夏は

山に幽閉状態、勉強時間ばかりたっぷりあって、 

すごくつまらなかったようです。車を持つまでは

50cc のバイクで家内と代わる代わる富士見や  

原村に買物に行っていました。バイク 1 台では 

家族で出かけることが出来ません。ゴルフをする

にもバイクで行きましたから、変わった人だと 

思われていたかもしれません。 

 

美濃戸で過ごせなかった夏 

 

 夏を美濃戸で過ごして来たと最初に申し上げ 

ましたが、実は残念ながらこれには例外が   

あります。それは 2020 年と 2021 年の夏のこと。

2013 年 12 月からイタリアのプラート(Prato)  

という街に移住し、その国立古文書館に保存され

ている中世の会計帳簿をデジタル化しようと  

家内と奮闘していました。中世の大商人Datiniが

1410 年に亡くなる前にフランス、スペイン、  

イタリア各地の彼の 10 社超の会社の帳簿を彼の

出身地であるプラートに集めさせたため、その 

古文書館に帳簿が保存されており、私たちも  

そこに居を構えたわけです。それまで順調に  

作業が進んでいたのに、残念ながらこの 2 年間 

だけはCOVID-19のために帰国出来ませんでした。

2020 年は日本政府による「新型コロナウイルス 

感染症の拡大防止にかかる上陸拒否措置」の  

ために。2021年はコロナの影響で日本への直行便

が出発日が近づくたびにキャンセルされ、結局 

諦めました。例えば、2021年5月26日に7月中

の日本へのアリタリア(今は ITA)便がすべて  

消えました。そして、今度は6月23日、8月中の

便まですべて消えました。直行便にこだわった 

のは、他の国での乗り継ぎの際の検疫に加え、滞在  

許可証の有効性の解釈が国により異なり、空港内

警察に連行されていろいろ答えたり資料を   

見せたりしているうちに乗継便に間に合わなく 

なる可能性があったからです(実際、2017 年の  

帰国の際にフランクフルトでそんな事件に   

遭遇しました。乗り継ぎだからという理由で結局

釈放されギリギリ間に合いましたが、危ない目に

会いました。乗り継ぎであることは搭乗券を  

見れば最初からはっきりしていたのに)。結局、 

仮に９月の便があったとしても、美濃戸での滞在

が短すぎ、慌ただしいだけに終わってしまいます。

日本に帰れず、この頃は日本がずいぶん遠い国だ

と感じられていました。 
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マレスカ(Maresca) 

 

（１）気候 

 そんな、日本に帰れなかった夏のイタリアでも、 

「何も足さない、何も引かない」をモットーとする

生活に固執しました。いろいろ探し見つけたのが

マレスカ。プラートから電車で約 15 分の Pistoia

駅でバスに乗り換え約50分で着きます。コムーネ

(基礎自治体) San Marcello Piteglioの一部なので

単独の統計はありませんが、人口 1000 人前後と 

小さな町です。標高は 800m 足らず。でも、   

その上にアペニン山脈に続く何層もの山々が  

重なり、それらを覆う樹林は豊かで、この標高にも

かかわらず美濃戸のように清涼な空気が街を  

包んでいます。6、7、8、９月の月別平均最高気温

を他の風光明媚な場所と較べてみました。   

統計期間や精度を合わせるのは難しいので、    

おおよその目安としてご覧下さい。 

マレスカ :21.3°C、23.7°C、23.7°C、18.9°C 

Cortina d’Ampezzo, Italia： 

27°C、29.0°C、28°C、25°C 

Como、Italia：24°C、27°C、26°C、22°C 

（美濃戸(再掲)：15.5°C、19.5°C、19.8°C、    

16.4°C） 

コルティナ・ダンペッツォはオーストリアに近い    

イタリア北部の素晴らしい山塊の景勝地ですし、    

コモはまた北イタリアのスイスに近い美しい  

湖水のほとりの町。これらと較べても、マレスカに

軍配があがります（さらに美濃戸も）。 

 

（２）生活 

 

 末尾に掲載した地図に黄色の文字でお店を       

書き込んでみました。テゾ通りに続く緩い下り坂    

リソルジメント通り沿いが街の中心部で、ここに     

めぼしいお店があります。上から；ペンション

Mizia、水汲み場、パン・食料品店、バール、    

ピッザ屋、 スーパーマーケット、さかな屋、銀行、

メルカート広場、お読みになれるでしょうか。  

その他に調剤薬局、美容院、郵便局、雑貨屋、   

園芸用品屋などがあり、公共施設として    

市民プール、救急車・消防車の車庫もあります。   

水汲み場には清水を引いた水道栓があり、   

イタリアでは珍しくそのまま飲めるのも魅力です。

バスはメルカート広場に着きます。定住者も多い

ですが、夏は避暑客、冬はスキー客も加わり   

賑わいます。 

 私たちはペンションMizia に泊まり、そのWiFi

を利用して Datini 帳簿の作業をしたり、    

散歩したり、1時間に一本の巡回バス（逆周り便の

発着も 1 時間に一本）で近くの San Marcello や

Gavinanaへ行ったりして過ごしていました。毎週

水曜日はマレスカの青空市 (メルカート）。   

夏ですから、黄桃、白桃、ネクタリン、サクランボ

などの果物、鶏の丸焼き、スティンコ     

(骨付き豚すね肉の丸焼き)、ジェラート、柔らかな   

揚げパンなどを買って昼食にしました。 

 

（３）メルカート(青空市)(写真はマレスカの青空

市) 

 

  

メルカートはマレスカ特有のものでは    

ありません。プラートでも毎週一回月曜日に  

開かれます。場所は 城壁で囲まれていた中心部

(centro チェントロと呼ばれます ) 北側の    

広い駐車場で開催日の朝から一定時間だけ     

メルカートが独占します。ここに野菜、果物、  

各種の チーズ、パン、ハム、ソーセージ、    

干しトマトなどの他、食用の生きた鶏や鳩や兎、 

観賞用の小鳥、野菜や 果物の苗、絨毯、衣類、  

雑貨などのお店が貨物車でやってきて、    

その脇腹を開け屋台店を出現させます。車から   

テントも伸び、雨や日射を遮ってくれます。   

さらに、簡単に食事を提供するキッチン付きの      

屋台バスも来ます。チキンの丸焼きや     

豚 の 丸 焼 き の オ ー ブ ン 付 き の バ ス や      

ランプレドット（牛の腸のサンドイッチ）のお店も

あります。丸焼きのお店はパンも売っていて、  

椅子とテーブルを並べ、そこで食べられます。 

 朝は早くからやっているのでしょうが、いつも    

８時半頃着くように行き、買物が終われば    
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帰ってきますので、何時から始まり何時に閉まる

のかも定かでありませんが、多分 12 時過ぎには 

店じまいに入るのではないかと思います。 

 個々の屋台店が開店する場所は駐車場の一定の

場所に決まっています。駐車場はコムーネ(基礎 

自治体、市)が管理していますから、青空市も  

コムーネが管理しているのでしょう。また、   

移動店舗はそれぞれ曜日によって毎週行く街が   

決まっており、毎日どこかしらで出店し、専業の 

屋台店になっています。これらのお店がどこから

やってくるのか気になって尋ねたことがあります。

八百屋さんのひとつは Arezzo から来ると言って

いました。Arezzo は Firenze の東南 60km 程に 

位置しますから Prato までは約 80km、野菜を       

仕入れて朝走ってくるのはなかなか勤勉な   

ことです。もうひとつ、ホール・グレインの粉を 

使って焼く integrale という種類のパンも売って

いるパン屋に尋ねてみました。これはMonte Lupo  

という街から来ているとのことですから、Firenze 

より近く 12-3km といったところでしょう。  

これもパンを焼いてから出かけてくるわけです 

から、容易ではありません。 

 ローマ、フィレンツェ、パドバでもメルカートを   

見ました。イタリアのどこの街でもそれぞれ        

メルカートが開かれており、移動店舗の営みに 

関わる人は伊全土で数十万人を超えるかも   

しれません。 

 「イタリアの青空市」をキーワードに Google  

検索することもオススメです。さらに、キーワード

の入力セルの下にあるメニュー（すべて｜画像｜

地図｜ニュース｜動画｜もっと見る）のなかから

「画像」や 「動画」を選んで見るのも面白いと  

思います。なかでも動画「フィレンツェの青空市 

カッシーネ公園のメルカートへ行こう！」は  

青空市の雰囲気をよく伝えています。マレスカや   

プラートのメルカートもこんな感じです。   

是非、お試しを！ 

 

（４）メルカートさえあれば車なしで暮らせる 

 

 メルカートでは日常の食べ物はすべて揃います。  

美濃戸では通年でお店を構えて経営することは、    

定住者の数からして無理としても、非常設の        

メルカートならどうでしょうか。たとえ季節商売

であっても、美濃戸で成立する可能性は十分ある

ような気がします。美濃戸でもメルカートが  

開かれれば、そして必要な飲み物・食べ物を売る 

お店が出店してくれるならば、車なしで美濃戸 

での生活が可能になる！！！車なしで美濃戸の 

夏を過ごせるとしたら、こんなうれしいことは   

ありません。たまたま帰国できず過ごすことに 

なった夏のマレスカでそんな想いを強くしました。 

 

美濃戸でメルカートが成立するための条件 

 

 では、売手、買手双方にとって、メルカートに 

出店して経営が成り立つ条件にはどんなものが 

あるでしょうか。思いつきで並べてみますと； 

 

①屋台商店にとって出店料は安くなくては   

いけません。フォレストリゾート社がメルカート

開催場所を、例えば、旧テニスコートや管理事務所

の駐車場に確保し、この使用料をとらずに解放 

してはいかがでしょう。少なくとも、最初の数年、

各お店の営業実績が蓄積されるまで無料とすれば、

出店を後押しできます。 

②メルカートの開催日は毎週一定の曜日とし、      

コア開催時間も一定とするこれが決まっていない

と定着しません。開催地にはその旨の掲示板を 

設ける。登山客の目にもとまるようにしておく。 

③メルカートでは健全な競争が行われること。 

複数の出店者を呼び込みたい。とくし丸にも  

参加して頂き、また、例えば、原村ペンション村の

朝市に出店する方たちの参加も望まれます。  

買い物客も多ければ 多いほど良い。COOP や  

その他の電話注文では、発注先が決まってしまい

がちで、競争が行われにくいですが、メルカートは

間接的にこれらとの競争を呼び込むはずです。 

買手にとっては安くてよい品を較べながら   

目で確かめて買うことは美濃戸での夏の    

アトラクションの一つになります。 

④最小限必要な食料品、例えば、牛乳、ヨーグルト、

卵、豆腐、野菜、果物、味噌・醤油、パン、肉、   

魚などは美濃戸メルカートで調達できること。 

お店とのやり取りが繰り返される中で、品揃えは  

きめ細かくなっていくのではないでしょうか。 

また、美濃戸の地権者で自家栽培している方に 

野菜を売って頂けると楽しい。 

⑤フォレストリゾート社がホームページで   

メルカートの広報をする。これは美濃戸の   
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地権者に周知して潜在需要を掘り起こし、   

移動商店の営業ベースを拡げるためと、さらに、 

美濃戸別荘地の潜在的購入者にもアピールし、 

高齢になっても過ごせる別荘地であることを  

アピールするため。フォレストリゾート社の  

営業にもプラスになればいいと想います。 

 

  

インフォメーション 

◆Facebookメンバー登録のお誘い（再掲） 

 

美濃戸高原連絡会の Facebook ページがあります。

プライベートグループの設定で、連絡会の会員や

ご家族など、登録されたメンバーだけが    

グループのメンバーや投稿を見ることができる 

ので安心です。投稿は、美濃戸や周辺のなにげない 

 

おわりに 

 

メルカートがある夏の美濃戸。マレスカの夏に 

見た夢。都会から離れたところで、車がなくても 

生活できる現代のユートピア。手を伸ばせば  

そこに届きそうな気がします  

 

 

 

 

 

写真や興味のあること、ちょっとした情報や  

質問などなんでもOKです。                      

ご参加いただける方は、HP 左側一番下の    

「お問合せ・ご意見メール」にメールアドレスを 

お知らせください。「招待状」をお送りいたします。

みなさんの参加をお待ちしています❣ 
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◆ホームページのアイディア・ご意見募集中！ 

（再掲） 

ホームページ「八ヶ岳 美濃戸こもれびの森」  

（minoto-jp.net）をさらに魅力的に、さらに使い 

やすくするためのアイディアを募集しています。

「こんなページがあったらいいのに…」「ここを 

もう少し変えて欲しい…」というアイディア・  

ご意見がありましたら、ぜひ、お知らせください。

どんな些細なことでも OKです。 

アイディア・ご意見は「お問合せ・ご意見   

メール」からお送りいただくか、お近くの    

世話人の方にお伝えください。 

 

◆別荘地活性化のアイディアお寄せください 

 

 新型コロナウイルス流行をきっかけとして、 

自然環境に恵まれた地方に別荘やワーケーション

で長期滞在や移住する方が全国的に増加。ここ 

美濃戸にも移住・永住される方が増えてきました。 

 そこで、この美濃戸の良さを伸ばし、新しい魅力

を発揮できるアイディアや会社への要望、住民が

協力してできること、ちょっとした思いつきや 

夢など、ホームページの「お問合せ・ご意見   

メール」にご記入・送信してください。     

本名でなく、ハンドルネームで「掲示板     

こもれびの森ひろば」への投稿、または手紙や  

葉書で以下の事務局宛てにお送りいただいても 

結構です。 

 

〒391-0011 茅野市玉川11395-18 NK-70 

美濃戸高原連絡会事務局 安藤晋二 宛 

 

 美濃戸ライフを、より大勢の方に、より長く、   

より楽しんでいただけるように、みなさまの  

お知恵をお貸しください！ 

                               

◆「連絡会新規会員」をご紹介ください（再掲） 

 

 現・連絡会会員の皆様の声に加え、新たにこの 

自然あふれる憩いの地を求めて来られた方々  

からも貴重なご意見をいただき、より良い別荘地

の環境づくりに役立てたいと考えます。お近くに

新たな同好の士を見かけられましたら、是非  

連絡会のご紹介と、入会資料お届けのお誘いを  

お願いいたします。 

 事務局やお近くの世話人にお声掛けいただくか、     

下記 E-mail でお知らせください。資料等を早速 

手配いたします。 

 

◆「会員名義変更・退会のご連絡」のお願い   

（再掲） 

  諸般のご事情により名義変更または退会される

場合は、メールか電話で事務局宛にご連絡   

ください。名義変更の場合は「名義変更届」を  

メールまたは郵送させていただきますので、  

ご返信・ご返送ください。連絡会の円滑な    

運営のために、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

美濃戸高原連絡会事務局  

TEL ： Tel  0266-75-3321 （安藤） 

E-mail ： contact@minoto-jp.net 

 

編集後記 

 今年はいつまで暑いのかと

思っていたら、ことのほか早い

雪に驚きました。一年ぶりの 

会報発行。おかげさまで 50号

とな り ま し た 。連絡会の    

運営体制も大きく変わりました。  

会長の重責を担われた   

中村さん、今年いっぱいで 

美濃戸を離れられる小清水さんには副会長として、   

深い知見で粘り強く会社の交渉にあたっていただきました。

また長年事務局長としてあらゆるまとめ役を担われた  

加留部さん。お三方には心から感謝申し上げます。 

 今号では、須長さんに明るいイタリアの夏の日差しや 

香りとともに美濃戸へのエールをお届けいただきました。 

別荘地内各所で新築や敷地の整備、建物のリフォームが

進んでいます。また鉢巻道路から別荘地への入口にも 

広くテープが張られ、バス道路整備に伴い大きく様子が 

変わりそうです。 

来る 2024 年が皆さまにとって良い年になります  

ように。また FR 社とともに美濃戸が一層安心で   

住みやすい別荘地になることを期待しつつ、八ヶ岳 

ブルーの雪道で、新緑の芽吹きの森で、またお目に  

かかることを楽しみに。     （NK-1 野々村） 

 

mailto:contact@minoto-jp.net

